

大
雨
に
備
え
て


県
立
看
護
大
学
を
体
験
！

８
月
に
オ

プ
ン
キ

ン
パ
ス

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
を
募
集

求
職
者
対
象

在
職
者
訓
練
の

受
講
者
を
募
集

（）年　　　　　　　　６月２４日　　　　　　　　（令和７年）　　　　　　　（火曜日）

会
場 コ　ー　ス　名 目　標　資　格　 期

間
定
員 募集期限 選考日 入校日

上
越
市

事務基本科上越２ ・日商ＰＣ検定試験（文章作成）３級
・日商ＰＣ検定試験（データ活用）３級

３
カ
月

名 Ｒ７．７．２２Ｒ７．８．５Ｒ７．９．３

上
越
市

溶接科　２期
《託児サービス利用可》

・ＪＩＳ溶接技能評価試験（ＳＮ－２Ｆ）
・ガス溶接技能講習
・特別教育（アーク溶接、産業用ロボット
　教示、自由研削砥石等）

６
カ
月
５
名 Ｒ７．７．２２Ｒ７．７．２８Ｒ７．８．２１

上
越
市

　電気設備工事コース　
１期

　《託児サービス利用可》

・第二種電気工事士
・低圧電気取扱特別教育
・高所作業車運転技能講習
・フルハーネス型墜落制止用器具の作業業務

６
カ
月

名 Ｒ７．７．２８Ｒ７．８．１Ｒ７．８．２６

【募集訓練】

※訓練計画については、中止または変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

在
職
者

の
方
な
ど
を
対
象
に
次

の
訓
練
を
実
施
し
ま

す

会
場
は
県
立
上
越

テ
ク
ノ
ス
ク

ル
で

す


▼
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
Ｖ
Ｂ
Ａ

マ
ク
ロ
入
門


内
容

記
録
機
能
を

使
え
ば

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
知
識
が
な
く
て
も
簡

単
な
マ
ク
ロ
を

作
成
で
き
ま
す

日
々

の
業
務
効
率
を
上
げ


時
間
短
縮
に
役
立
ち
ま

す



実
施
日

７
月

日


土

・

日

火



時
間

午
前
９
時


午
後
４
時


受
講
料

５
７
０
０

円
定
員

先
着

名


締
切

７
月

日


金

正
午

　
コ

ス
の
内
容
な
ど

詳
し
く
は
当
校
ホ

ム

ペ

ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い



申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

県
立
上
越
テ

ク
ノ
ス
ク

ル

電
話

０
２
５
・
５
４
５
・
２

１
９
０


　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

公
共
職
業

訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す



対
象
者

求
職
者


受
講
料

無
料

た
だ

し

教
材
費
・
資
格
検
定

料
な
ど
は
自
己
負
担



申
し
込
み
先

居
住
地

を
管
轄
す
る
ハ
ロ

ワ


ク
選
考
方
法

コ

ス
に

よ

て
異
な
り
ま
す

詳

し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い



問
い
合
わ
せ
先

県
立

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク

ル
訓

練
課

電
話
０
２
５
・
５

４
５
・
２
１
９
０



ホ

ム
ペ

ジ


　
出
水
期
６
月

９
月


を
迎
え

豪
雨
に
よ
る
河

川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害

発
生
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す

特
に
近
年
は

気

象
変
動
に
伴
う
大
型
台
風

の
襲
来
や
集
中
豪
雨
の
発

生
等
に
よ
り

水
害
・
土

砂
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化

が
進
ん
で
い
ま
す


　
新
潟
県
で
は

洪
水
時

の
避
難
に
役
立
つ
次
の
情

報
を
ホ

ム
ペ

ジ
で
提

供
し
て
い
ま
す
の
で

お

役
立
て
く
だ
さ
い


①
降
雨
・
雨
雲
の
状
況

②
河
川
の
状
況

③
河
川
の
危
険
度


県
Ｈ
Ｐ

新
潟
県
河
川

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム



　
ま
た

平
常
時
か
ら
自

分
が
住
ん
で
い
る
地
区
の

状
況
を

市
の
洪
水
ハ

ザ

ド
マ

プ
で
確
認
す

る
こ
と
も
重
要
で
す


▼
携
帯
電
話
で
防
災
情
報

を
チ


ク
し
よ
う

　
大
雨
の
時
は

気
象
情

報

河
川
情
報
に
注
意
し

て

早
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
鉄
則
で
す

い
ち
早

く
状
況
を
把
握
し

自
主

的
に
避
難
が
で
き
る
よ

う

日
頃
か
ら
心
が
け
ま

し

う


▼
防
災
ア
プ
リ
を
利
用
し

よ
う

　
新
潟
県
で
は
ス
マ

ト

フ

ン
公
式
ア
プ
リ

新

潟
県
防
災
ナ
ビ

を
公
開

し
て
い
ま
す


　
こ
の
ア
プ
リ
で
は
位
置

情
報
サ

ビ
ス
の
設
定
に

よ

て

災
害
が
迫

た

ら
自
動
で
届
く
プ

シ


通
知
が
あ
り

市
町
村
か

ら
の
避
難
指
示
の
際
に
は

速
や
か
に
避
難
で
き
ま

す

ま
た

気
象
台
か
ら

の
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報

な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く

入
手
で
き
ま
す

ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い



問
い
合
わ
せ
先

上
越

地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

治
水
課

電
話
０
２
５
・

５
２
６
・
９
５
２
５


　
看
護
系
大
学
へ
進
学
を

考
え
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
を
対
象
に

オ

プ

ン
キ

ン
パ
ス
を
実
施
し

ま
す


　

大
学
概
要

や

入

試
概
要
の
説
明
の
ほ
か



大
学
体
験



施
設

見
学



在
学
生
と
の

懇
談
な
ど
充
実
し
た
内

容
を
用
意
し
て
い
ま
す


　

個
別
相
談

で
は


教
職
員

在
学
生
が
親
身

に
な

て
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す


　
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん


社
会
人
入
学
を
希
望
す
る

方
も
大
歓
迎
で
す

多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す



開
催
日
時


８
月
３
日

日


４
日


月

午
前
９
時

分


午
後
５
時

分


会
場


　
県
立
看
護
大
学

上
越

市
新
南
町
２
４
０
番
地



内
容


・
全
体
説
明
会

大
学
や

入
試
の
概
要
・
卒
業
生
か

ら
の
メ

セ

ジ


・
大
学
体
験

大
学
で
の

実
際
の
講
義
や
看
護
学
の

演
習
に
参
加
し
ま
す

　

・
施
設
見
学

・
在
学
生
と
の
懇
談

・
個
別
相
談

　
詳
し
く
は
県
立
看
護
大

学
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い



申
込
方
法


　
事
前
申
込
み
制
で
す


７
月
４
日

金

よ
り
受

付
を
開
始
し
ま
す

本
学

ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い



問
い
合
わ
せ
先


県
立
看
護
大
学
教
務
学
生

課
教
務
係

電
話
０
２
５
・
５
２
６
・

２
８
１
１

電
子
メ

ル

kyoumu@niigata-cn.
ac.jp


